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AIを活用したアダプティブな対話式 ICT 教材の開発と提供を行う株式会社すららネット（本

社：東京都千代田区、代表取締役社長：湯野川孝彦）は、AI 教材「すらら」に搭載している国

語、数学、科学と人間生活にコンテンツを追加し、2025年 3月 4日より提供開始します。 

今回は、苦手とする生徒が多い「国文法」や高卒認定資格など理科の単位取得に対応する

「科学と人間生活」、今年度の共通テストに新設された「数 C」の３科目のコンテンツを拡充し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育現場の変化に伴う、生徒や先生の幅広いニーズに対応 

すららネットでは、2007年から「すらら」の提供を開始しています。様々な教育現場の変化に合わせ、

常にコンテンツ拡充や機能のアップデートなどに取り組んでいます。今回は、現場の先生方のご要望や

学習者のニーズの変化、国の新しい方針を踏まえて、コンテンツを拡充しました。 

 

【中学国文法】 

「読む・書く・話す」の基礎となる国文法を楽しく体系的に学ぶ 

これまで「すらら」の中学生向け国語コンテンツは、主に読解スキルの習得に重点を置き、初

見の文章を読み解く力を養う体系的なカリキュラムを提供してきました。しかし、学校や学習塾

の現場からは、定期テストや入試対策に必須でありながら、多くの生徒が苦手とする国文法分野

のコンテンツを求める声が多く寄せられていました。 

国文法が苦手になりやすい理由の一つは、学校教育での履修が学年ごとに分断され、体系的に

学ぶ機会が少ないことです。この課題を解決するために、「すらら」ならではの特長である「ゼ

ロからスモールステップで積み上げる学び」や「体系的な学習」による国文法のコンテンツを新

たに開発しました。 

 

生徒や先生の幅広いニーズに対応 

AI教材「すらら」3科目のコンテンツ拡充 
中学国文法、科学と人間生活、数 Cに単元追加 

 

左から「中学国文法」「科学と人間生活」「数 C」のレクチャー画面             



 
 

このコンテンツは、「わかった」「できた」という成功体験を積み重ねることで、国文法の知

識や技能を楽しく身につけ、さらに実生活で活用できる力を育てます。結果として、生徒の国文

法への苦手意識を解消し、学ぶことの楽しさを実感できる内容となっています。 

 

＜特長＞ 

①レクチャー※＋ドリルで、スモールステップで学べる 

レクチャーでは、文を書く上で理解が不可欠なポイント（主述の関係、可能動詞、呼応の

副詞など）や国文法の基礎となる「文節・単語」をわかりやすく丁寧に解説します。さらに、

復習を織り交ぜながら進むレクチャーに加え、つまずき分析機能搭載のドリルを随所に取り

入れることで、無理なく確実に国文法の知識と技能を習得できる設計になっています。 
※「すらら」のみ 

 

②定期テストなど学校の授業に対応しやすい構成 

「すらら」では、少ない知識を組み合わせて多様なアウトプットができるよう、学年で区

切らない体系学習を採用しています。一方で、学校の教科書に合わせた学習も必要なため、

1 ユニット内の内容を学年ごとに整理し、ドリルを「1 ドリル 1 学習内容」に細分化。これ

により、授業や定期テスト対策としても活用しやすい設計になっています。 

 

③国文法が苦手な生徒も楽しく学べる 

国文法は興味を持ちにくく、苦手意識を抱く生徒

が多いと言われています。そこで「すらら」の国文

法では、生徒が疑問を抱きやすい「ら抜き言葉」

や、「大きい」は形容詞なのに「大きな」は連体詞な

のかといったテーマを丁寧に解説。「自分も使ってい

る！」「そういうことか！」と日本語の不思議や難し

さを楽しく、そして学ぶ喜びを感じられるように工

夫しています。 

 

【科学と人間生活】 

全分野が完成！高校卒業資格にも対応可能に 

「科学と人間生活」は高校 1 年生の履修科目であり、高卒認定試験の理科 5 科目のうちの 1 つで

もあります。大学受験の多様化に伴い、卒業資格として理科の単位を取得するためにこの科目を

選ぶ生徒が増えています。「すらら」を導入する高校や通信制高校からも、「科学と人間生活」

への期待が寄せられていました。今回、全分野が完成したことで、単位取得を全面的にサポート

できるようになりました。 

 

＜特長＞ 

中学からの復習を織り交ぜ、理科が苦手でも科学技術を生活と関連付けた理解を可能に 

「科学と人間生活」は、中学理科とのつながりが深

い教科です。中学時代に理科が苦手だった生徒にも配

慮し、中学理科の復習を取り入れながら、生活と科学

の関係を多くの図版を用いて丁寧に解説しました。 

これにより、生徒は身近な自然現象や日常生活で使

われる科学技術を科学的に考察し表現する力を養えま

す。また、科学技術の発展が生活に与える影響を理解

し、自ら思考・考察する力を伸ばすことができます。 

 



 
 

【数 C】 

共通テスト対策に必須の単元を追加 

2025年度から、大学入学共通テストは高校の新しい学習

指導要領に基づく新課程内容に移行しました。数学は科目

が①『数学 I，数学 A』、『数学 I』、②『数学 II，数学

B，数学 C』となりました。②『数学 II，数学 B，数学 C』

では、数学 II に加えて、数学 B「数列」、「統計的な推

測」、数学 C「ベクトル」、「平面上の曲線と複素数平

面」の 4分野から 3分野を選択します。 

このたび、数 C として新たに「平面上の曲線」「複素数

平面」のコンテンツを追加しました。これにより、数学の共通テストで必要とされる内容がすべ

て揃い、幅広い学習支援が可能となりました。 

 

■AI×アダプティブラーニング「すらら」 

「すらら」は、小学校から高校までの国語、算数／数学、英語、理科、社会の 5 教科の学習

を、先生役のアニメーションキャラクターと一緒に、一人一人の理解度に合わせて進めることが

できるアダプティブな ICT 教材です。レクチャー機能、ドリル機能、テスト機能により、一人ひ

とりの学力に応じて理解→定着→活用のサイクルを繰り返し、学習内容の理解と定着を実現しま

す。初めて学習する分野でも一人で学習を進めることができるのが特長で、学習塾をはじめ、

小・中・高校、高等教育機関、放課後等デイサービスや個人学習等幅広い活用が広がっています。 

 

■株式会社すららネット 
すららネットは、「教育に変革を、子どもたちに生きる力を。」を企業理念とし、AIを活用した

アダプティブな対話式 ICT 教材「すらら」「すららドリル」を、国内では 2,600 校以上の学校、

塾等約 25 万人の児童生徒に提供しています。全国の公立学校、私立学校、大手塾等での活用が

広がる一方で、発不登校や発達障がい、経済的困難な状況の子どもたちにも学習機会を届けるこ

とで、教育課題の解決に取り組んでいます。2017年には、代表的な EdTech スタートアップ企業

として東証マザーズ市場（現東証グロース市場）に上場しました。 

・コーポレートサイト https://surala.co.jp/ 

・サービスサイト https://surala.jp 

  


